


























 五騎が内まで巴はうたれざれけり。 木曽殿、 おのれはとうとう、女なれば、いづちへもゆけ。我は打死せんと思ふなり。もし人手にかから 自害をせんずれば、木曽殿の最後のいくさに、女を具せられたりけりなンど、いは ん事もしかるべからず、と宣ひけれども、なほおちもゆかざり るが、あまりにいはれ奉ツて、あツぱれ、よかろうかたきがな。最後のいくさして見せ奉らん、とて、ひかへ るところに、武蔵国にきこえたる大力、御田の八郎師重、三十騎ばか で出できたり。巴その中へかけ入り、御田の八郎におしならべて、むずととツてひきおとし、わが乗ツたる鞍 前輪 つけて、ちツと は らかさず、頸ねぢきッてすててンげり 其後物具ぬぎすて、東国の方へ落ちぞゆく。
　
このような巴の描写でも、彼女の魅力のおおよそは伝わるが、し









 重忠は巴を生け捕りにし うと挑むが、義仲は巴を討たせまいとする。畠山は巴の強さ 舌を巻き、こ 場を去る。
４
　
 四宮河原では、 木曾勢は七騎となったが、 この中にも はい 。生年二十八、 身の盛なる女 数々の戦場 も負傷しなかった
５
　
 粟津の辺りで、巴は冑を脱ぎ、長い黒髪 なびかせる。額天冠を当て、見目麗しい様である。内田家吉 勢 十五騎 巴を見つけ、その武勇・大力 評判に危惧しつつも挑む。
６
　
 巴は先ず敵を誉め、大将軍で ないにせよ、一陣に進むは剛の者だとして、軍神に 首を祭らんもの 組み合い、これ討って首を義仲に奉る。
７
　




















て巴の出自は曖昧である。 『源平闘諍録』は「此の伴絵と申すは、是れは樋口の次郎が娘なり 母は挿頭とて、木曽の美女に召し仕れけるを、 が子とも言はねども、人皆其の子と知りて り」としている。父の名を樋口次郎（兼光。 原兼遠の子） する は年齢からして疑問であるし、義仲との関係も っきりと乳母子であるとは明記さ いない。　
こうしてみれば、諸本中で唯一巴を義仲にとって乳母子としてい
る『源平盛衰記』の記事は注目に値するであろう 勿論、この記述が事実である確証などはなく、他本 はないこ からすれば 『源平盛衰記』 の突出的 表現、 つまりは虚構と見る方が穏当であろう。しかし、問題は、では『源平盛衰記』作者は何を意図して巴を義仲























戦さの最初の犠牲者の首によって かるに、義仲・巴らの戦闘はそ 当日 戦闘の最初の機会でもないし、京都から粟津に至る激しい戦闘の連続の中で、内田が敵方 最初の犠牲者とするのは疑問である。こ 局面で義仲勢が軍神を祭るのは、物語の軍事的進行の順序からして、 必然性が薄いと言わざるをえない これ 『源平盛衰記』が、 巴に軍神を祭るという行為をさせ ことで、 彼女の、強さ以外の性格を示 たかったの あろ 。　
ここで、粟津の戦場での巴が身に付けた物の具についても、見て
おこう。例えば覚一本では、巴の様子を次 よ に描く。　　





















































































































へて、今一日も先に平家 せめおとし、たとへば日本国二人の将軍といはればや」 、延慶本は「先祖の敵平家を討て世を取らばや」 （巻六） 、長門本も同じく「先祖の敵平家を討て 世をとらばや」 （巻十二）と将来 の夢を語らせている。　『源平盛衰記』は義仲への期待を兼遠に「末ニハ日本国ノ武家ノ主トモ成ヤシ給ハン」 （巻二十六）と語らせており、他本に比してやや踏み込んでいる。 埴生八幡の神の奇瑞の踏み込んだ表現も、 『源平盛衰記』の義仲への「日本国ノ武家ノ主」と 認識から導かれたものであろう。　『平家物語』諸本において、義仲の悲劇的な最 を語る箇所で、読者がすぐ気付くのは、 自身は余り決然たる英雄としては描れていない、ということである。そ 最も典型的な例は、義経軍が迫っている緊急の危難の中で、公家の娘と悠 に別れを惜しんで睦み続けている場面であろう。　余りの不甲斐なさに家臣の越後中太家光（覚一本。 『源平盛衰記』
は更に津波田三郎も諫死した する）が割腹したこ でようやく戦闘に復帰するのだが、六条河原で家臣団と合流した義仲 先ほどまでの優柔不断とは別人のごとき演説をした 『源平盛衰記』で
四六
記す。　　















し守護するその言動であり、またその「今は誰をかばはむとてかいくさをもすべき。これを見給へ 東国の殿原、日本一の剛の者の自害する手本、とて、太刀のさきを口にふくみ、馬よりさかさまにとび落ち、つらぬかツ ぞうせにける」という壮絶な自害であろう。この局面における義仲は、弁慶に庇護される「安宅」の義経にも似て、 非力な貴種になってい 。 『平家物語』 諸本は、 義仲の悲劇性を、兼平の英雄的にして壮絶な死にざまから浮かび上がらせる方法を採用している。 『源平盛衰記』 基本的にはそうした流れで物語を展開させているが、そこに 右に見たような、義仲の英雄的な面影を挿入している事実は見逃せない。　
そのような義仲最期の局面で、 『源平盛衰記』がひとり巴に宗教
的な性格を付与し、あたかもお り神、姉妹神（柳田の表現）のごとくに義仲を守護しているかのよう 描 ているのはなぜであろうか。　
兼平の英雄的にして悲劇的な死にざまは、裏側から義仲の英雄













 鞆絵と云ふ女武者も、討たれや為ぬらん、 や為ぬらん、行方を知らず。 （四部合戦状本）
　　


































 世静テ、右大将殿ヨリ被召ケレバ、巴則鎌倉ヘ参ル。主ノ敵ナレバ、心ニ遺恨アリケレ共、大将殿モ 女ナレ共無双ノ剛者、打解マジキトテ、森五郎ニ被預。和田小太郎是ヲ見テ、事ノ景気モ尋常也 ノ剛モ無双也。アノ様ノ種ヲ継セバヤ、トゾ思ケル。
　　
　　










































 鞆絵名残ヲシクハ思ヘドモ、理リナレバ、力ラ及バズ、粟津ノ国分寺ノ堂ノ前ニテ馬ヨリ下リ 鎧脱捨落行ケルガ、後ニハ橋本ノ宿ニ遊君シテ居タリケルガ、和田左衛門ニ思ハレテ 浅井名ノ三郎ヲ儲タリトゾ聞ヘシ。
　
戦場から甲冑を脱ぎ捨てた巴が東海道筋の宿場橋本で遊女となっ


























柳田国男「玉依彦 問題」 『妹の力』 （ 『柳田国男全集』巻十一所収） 。尚、
細川涼一氏は「巴小論」の中で「しかし、 『平家物語』に描かれた女武者と


























奈良絵本『朝日奈』解題・翻刻」 （ 『三田国文』第三十四号。二○○一年九月）所収。なお、巴の「産む女」としての性格を詳述した最近の論考としては、源健一郎氏の「巴の変貌─大力伝承 共鳴─」 （ 『日本 藝研究』五十六巻四号、二〇〇五年三月）がある。
（
11）　
文禄本『平家物語』 。 『平家物語
　
文禄本』 （複刻日本古典文学館。日本古
典文学会編。一九七三年） 。
